
○沖縄県警察機動鑑識隊運用要綱の制定について 

（昭和 51 年４月１日沖例規鑑第１号） 

改正 平成 19 年３月沖例規務第１号 平成 21 年３月 30 日沖例規務第６号 

平成 26 年 12 月 19 日沖例規務第７号 平成 29 年８月 21 日沖例規刑企第７号

平成 30 年１月４日沖例規鑑第１号 平成 30 年 12 月 27 日沖例規鑑第５号 

令和２年３月 31 日沖例規務第５号 令和３年１月７日沖例規務第１号 

令和３年６月 22 日沖例規鑑第１号 令和５年７月 13 日沖例規刑企第２号 

沖縄県警察機動鑑識隊運用要綱 

第１ 趣旨 

この要綱は、沖縄県警察機動鑑識隊（以下「機動鑑識隊」という。）の運用につい

て必要な事項を定めるものとする。 

第２ 任務 

機動鑑識隊は、機動力及び通信機能を活用して早期に犯罪現場に臨場するととも

に、次に掲げる事件の現場鑑識活動を迅速かつ徹底して行うことを任務とする。 

（１） 殺人、強盗、不同意性交等、放火等の重要事件 

（２） 侵入盗事件 

（３） その他警察本部の捜査を担当する所属長又は警察署長（以下「警察署長等」

という。）の要請による現場鑑識活動を必要とする事件 

第３ 編成 

１ 機動鑑識隊は、隊長及び隊員（以下「隊員等」という。）をもつて編成する。 

２ 機動鑑識隊の編成は、別表のとおりとする。 

第４ 活動区域 

機動鑑識隊の出動する区域は、県内全域とする。 

第５ 勤務制及び勤務時間 

１ 隊長は毎日勤務、隊員は４交替制勤務とする。 

２ 隊員の勤務時間は、４週間を超えない期間につき１週間当たり 38 時間 45 分とし、

勤務日における勤務時間、休憩時間等の割り振りは、次表のとおりとする。 

区分 

勤務時間 休憩時間 勤務開始時刻 勤務終了時刻 摘要 ＼ 

勤務別 

当番 15 時間 30 分 ９時間 11 時 00 分 11 時 30 分   

日勤 ７時間 45 分 １時間 ９時 30 分 18 時 15 分   

３ 鑑識課長は、鑑識業務上必要があると認めたときは、前項の勤務開始及び勤務終了時

刻を変更することができる。 

第６ 勤務計画 

１ 鑑識課長は、毎月末日の７日前までに翌月の勤務計画について、勤務計画表（様式第

１号）を策定しなければならない。 

２ 鑑識課長は、勤務管理システムにより、４週間ごとの期間（以下「基本期間」とい

う。）について、当該基本期間が始まる７日前までに機動鑑識隊の勤務計画を策定し



なければならない。この場合において、上記１の勤務計画表は、策定したものとみな

す。 

３ 鑑識課長は、機動鑑識隊の勤務計画を策定する際、基本期間内に８日の週休日をあら

かじめ指定するものとする。 

第７ 勤務種別 

機動鑑識隊の勤務種別は、通常勤務、待機勤務及び特命勤務とし、勤務の内容は、

次のとおりとする。 

（１） 通常勤務 

現場鑑識活動及びこれに付随する鑑識業務 

（２） 待機勤務 

現場鑑識活動に備えて、速やかに出動できる体制を整え、鑑識課において資料の

分類、対照等を行う業務 

（３） 特命勤務 

鑑識課長の特命により行う業務 

第８ 出動要請 

１ 警察署長等は、第２（任務）に掲げる事件を認知し、機動鑑識隊の出動を必要と認め

るときは、鑑識課長にその出動を要請するものとする。 

２ 隊員等は出動要請を受理したときは、出動要請（発生即報）受理簿（様式第２号）に

必要事項を記載するものとする。 

第９ 現場指揮 

機動鑑識隊が出動した場合の指揮は、出動を要請した警察署長等が行うものとす

る。 

第 10 相互協力 

機動鑑識隊は、地域課自動車警ら隊、通信指令課、捜査第一課機動捜査隊、科学捜

査研究所及び警察署と緊密な連携を図るとともに、採取した指掌紋、足痕跡等の現場

資料の状況を管轄警察署に通報し、捜査に活用できるようにしなければならない。 

第 11 装備及び点検 

１ 隊員は、鑑識用無線自動車及び資機（器）材を勤務交替の都度点検した上で、その結

果を車両・鑑識用資機（器）材等点検簿（様式第３号）に記載するものとする。 この

場合において、点検を行う資機（器）材は、次に掲げるとおりとする 

（１） 現場保存機（器）材 

（２） 写真機（器）材 

（３） 指掌紋採取資機（器）材 

（４） 足痕跡採取資機（器）材 

（５） 法医及び理化学資料採取機（器）材 

（６） その他鑑識活動に必要な資機（器）材 

２ 鑑識課長は毎年２回以上、隊長は毎月１回以上、車両及び資機（器）材を点検しなけ

ればならない。 

第 12 服装 



隊員等の服装は、沖縄県警察官等の服制に関する訓令（昭和 53 年沖縄県警察本部訓

令第 13 号）に定めるところによる。 

第 13 報告及び引継ぎ 

隊長は、現場鑑識活動の結果を勤務日誌（様式第４号）及び現場鑑識活動結果報告

 （引継）書（様式第５号）に記載して速やかに鑑識課長に報告し、採取した現場資

料は、関係書類とともに事件を主管する所属の長又は事件の発生地を管轄する警察署

長に引き継がなければならない。 

第 14 服務の心得 

隊員等は、鑑識活動で使用する車両及び無線電話による通信については、沖縄県警

察車両等の管理に関する訓令（平成 26 年沖縄県警察本部訓令第３号）及び沖縄県警察

無線通信の運用に関する訓令（昭和 47 年沖縄県警察本部訓令第 33 号）に定めるもの

のほか、次の事項を遵守しなければならない。 

（１） 関係法規及び現場鑑識に関する知識、技能の研さんに努めること。 

（２） 出動中は、無線を開局して交信できる状態とし、重要事件発生時における現

場急行、各種事件・事故の出動要請等に適切に対応するため、通信指令課と緊密な

連携を図ること。   

（３） 現場鑑識活動上の事故及び紛争事案が発生し、又は発生するおそれがあると

きは、鑑識課長にその概要を速報すること。 

（４） 鑑識用無線自動車を離れるときは、車両、無線機等の装備資機（器）材の盗

難その他の事故防止に配意すること。 

（５） 現場資料は迅速に処理し、直ちに捜査に活用できるよう配意すること。 

（６） 休憩は所定の場所でするものとし、休憩中に重要事件、各種事件・事故等が

発生した場合の対応に備え、通信指令課と連絡体制を保持するとともにその所在に

ついても明らかにしておくこと。 

第 15 備付簿冊及び保存期間 

機動鑑識隊には、次に掲げる簿冊を備え付け、整理保存しなければならない。 

（１） 勤務計画表（様式第１号）               保存期間１年 

（２） 出動要請（発生即報）受理簿（様式第２号）    保存期間１年 

（３） 車両・鑑識用資機（器）材等点検簿（様式第３号） 保存期間１年 

（４） 勤務日誌（様式第４号）                保存期間１年 

（５） 現場鑑識活動結果報告（引継）書（様式第５号）  保存期間３年 

附 則（平成 26 年 12 月 19 日沖例規務第７号） 

附 則（平成 29 年８月 21 日沖例規刑企第７号） 

附 則（平成 30 年１月４日沖例規鑑第１号） 

附 則（平成 30 年 12 月 27 日沖例規鑑第５号） 

附 則（令和２年３月 31 日沖例規務第５号） 



附 則（令和３年１月７日沖例規務第１号） 

附 則（令和３年６月 22 日沖例規鑑第１号） 

附 則（令和５年７月 13 日沖例規刑企第２号） 

 

  別記様式は省略 


